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詳しくは6Pをご覧ください。
▲国の重要文化財に指定。「武知家の藍寝床」とも表記
される。全国の重要文化財では、武知家のみ蒅をつく
っている

蒅
すくも
づくり（寝せ込み）見学

藍染めTシャツアート
（石井町文化財ボランティアの会）

「藍色まるしぇ」藍染め作家さんのお店

高原藍玉獅子保存会
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皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶びを申し上げます。
旧年中は、石井町社会福祉協議会に対し、温かいご支援ご協力を賜りありがとうご

ざいました。
社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的に活動する組織で、民間の福

祉活動を総合的に推進しております。
近年の少子高齢化や人々の生活スタイルの変化、地域とのつながりの希薄化など、福

祉課題は多様化、複雑化しています。このような時代だからこそ人とのつながり「共助」
の力が重要になってまいります。地域の皆様お一人おひとりが主体となる様々な地域
活動が、互いに顔の見える関係を育み、困難な時に「助けて」と言い合える、そして

支援を受け入れる、そうした「受援力」を発揮できることが、生命と暮らしを守る大切なことと考えます。
当協議会は、町民の皆様に寄り添った施策の展開に取り組み、将来に希望を持ち、安心して暮らし続け

ることができるよう、引き続き住み続けたい町の実現を継続していきます。
高齢者や障がい者の方々をはじめ全ての人々が安心して安全に暮らせる「人にやさしいまち、人にやさ

しくなれるまち」を築くために、「地域の福祉は地域の中で相互に助け合う共助の精神」を基本に、地域
福祉の充実に務めてまいります。

さらに、地域における深刻な生活課題や社会的孤立など新しい地域福祉の課題に対して、幅広く目を向
けて受け止め、それらの解決に向けて、民生委員・児童委員、ボランティア、NPO 団体、福祉施設、行政
機関等と連携を図り、地域住民の方々と役職員一丸となって取り組んでいるところであります。今後とも、
皆様方のご協力と積極的な参画をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

結びとなりますが、皆様方のご健勝・ご多幸を心からご祈念申し上げまして新年のご挨拶といたします。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

ごあいさつ 社会福祉法人石井町社会福祉協議会 小　林　智　仁会 長

●歳末たすけあい募金●

●社会福祉協議会会費● ●日本赤十字社費● ●赤い羽根共同募金●

昨年 12 月に実施した「歳末た
すけあい募金」では、町内の公
共施設や店舗等、合計 36 カ所に
募金箱を設置していただいた他、
12 月 20 日にはフジグラン石井
で街頭募金を行いました。
　
■募金額　398,571 円

（街頭募金 55,126 円含む）
■使途

要援護世帯の方々への配分、児
童社会奉仕活動、児童・生徒福祉

■金 額� 1,623,360 円
■件 数� 3,206 件
■使 途

全額を日本赤十字社へ納付し、
納付額の 9％は交付金として石井
町分区に交付されます。

災害救護活動、災害時用の移動
炊飯釜や専用鉄板、簡易テント、
段ボールベッドの配備、ＡＥＤ設
置、火災や水害に対する救援物資
や見舞金の支援等として活用され
ています。

■金 額� 1,612,360 円
■件 数� 3,231 件
■使 途

全額を共同募金会へ納付し、納
付額の 55％は交付金として石井
町支会に交付されます。

広報事業、心配ごと相談事業、
啓発普及事業、高齢者・障がい児

（者）・青少年健全育成・更生保護・
地域福祉推進の活動支援等に活
用させていただいています。

募集に際し、ご協力いただきました皆様、また各戸を訪問していただいた地区役員の皆様に厚くお礼申しあげます。
（令和8年1月15日現在の募金額）

活動、高齢者配食サービスのため
に活用させていただきます。
■募金をいただいた方々
一金　42,100 円
石井町農産物品評会
一金　15,161 円
石井町老人クラブ連合会
一金　15,000 円
高原壮年会
一金　10,000 円
石井地区民生児童委員会／浦庄・
藍畑・高川原各地区女性の会／

社会福祉協議会会費／日本赤十字社費／赤い羽根共同募金／歳末たすけあい募金のお礼

■金 額� 1,581,280 円
■件 数　（普通会費等）� 3,131 件
　　　　 （ 賛 助 会 費 ）� 41 件
■使 途

事業費（広報・社会福祉大会開
催・献血推進・組織活動助成・在
宅高齢者福祉推進・地域福祉活動
推進・災害時用消耗器具整備等）
および、事務費（消耗品費・印刷
製本費等）として活用させていた
だいています。

石井町消費者協会
一金　5,000 円
浦庄・高原・藍畑・高川原各地区
民生児童委員会／ちーきーず／高
原地区藤クラブ／浦庄ボランティ
アクラブ

（その他）
陽明流瑞顕会石井支部／ひのきの
会／阿部千惠子／匿名・有志の
方々� （順不同 ･ 敬称略）

♥ たくさんの方々のご協力ありがとうございました ♥
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【名誉大会長表彰】
《民生委員・児童委員功労者》
　藍　畑　　横　野　はつみ

《ボランティア功労者》
　浦　庄　　大　西　典　子
　藍　畑　　古　津　友　子

《ボランティア功労団体》
　石井町音訳サークル “ こだま ”
　石井町青年団
　石井町点訳サークルほほえみ
　高川原婦人会

【大会長表彰】
《民生委員・児童委員功労者》
　高川原　　久米川　　　進
　石　井　　黒　川　茂　美
　高　原　　谷　村　祥　一

第６9 回徳島県社会福祉大会

※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

　浦　庄　　近　久　敬　司
　浦　庄　　中　川　美智子
　高川原　　六　條　一　博

《社会福祉事業功労者》
　藍　畑　　遠　藤　芳　文
　石　井　　高　橋　節　子
　高川原　　坂　東　武　志

《ボランティア功労者》
　藍　畑　　甘　利　君　江
　高川原　　加　藤　加位子
　高川原　　澁　田　幸　子
　藍　畑　　巽　　　比呂美
　高川原　　土　肥　敦　子

《ボランティア功労団体》
　いしいおもちゃ病院
　徳島県立名西高等学校

昨年 11 月 7 日、徳島グランヴィリオホテルにおいて、標記大会が開催され、永年にわたり社会福祉の推進に
功績のあった方々に表彰状が授与されました。

石井町社協から推薦し、表彰をうけられた方々です。（敬称略）

【令和 7 年 7 月～ 12 月】
◆寄付金◆
一金　  30,000 円　尾関啓子様（  8 月）　　一金　77,910 円　石井町ゴルフ連盟様
一金  　30,000 円　尾関啓子様（12 月）　　一金　74,395 円　本利寿クラブ様
　社会福祉の推進の為に、有意義に活用させていただきます。

◆寄贈品◆
◎チャイルドシート、食料品、日用品など
　住民の方々への貸出や、必要とされる方へのお届け等として、有意義に活用させていただきます。
♥…♥…♥…♥…♥… 多くの方から「やさしいこころ」をお寄せいただき、ありがとうございます …♥…♥…♥…♥

善意銀行への預託　（寄付金・寄贈品）のお礼

生活支援物資のお礼
ご提供いただいた支援物資は、支援を必要とされる方々へ直接お届けしたり、フード

バンクとくしまを通じて、こども食堂や年越しの支援活動、児童養護施設や障がい者施設、
生活困窮者等の為に役立てられたりしています。（令和 7 年 7 月～ 12 月）

■ご提供いただいた方々（順不同・敬称略）
・尾関啓子　・中村茂喜　・楠本光男　・高原みんなの体操クラブ　・祖上俊郎　・矢上　堯　・中川由可里
・浦庄フレンドリーズ　・北岡　弘　・遠藤良雄　・山本加代　・永寿クラブ　・三村さだえ　
・青木久子　・岸　原子　・竜王百歳体操クラブ　・えがお　・松田事務用品　・あいあいサロン

■フジグラン石井でのフードドライブのご報告　　（令和 7年 7月～ 12月）
総品数　710 品　／　総重量　約 142k
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と　き　　令和８年３月１日 ㈰　13時～15時（受付12時30分～）
ところ　　石井町中央公民館【いしい藤ホール】

Ⅰ 式　　典   （13：00 ～ 13：40）
　　開会・挨拶・表彰状および感謝状の贈呈・来賓祝辞・大会宣言・万歳三唱・閉会

Ⅱ 記念講演   （13：50 ～ 15：00）
　　テーマ　～人生に彩りを～（三味線法話）

　　講　師　寺
てら

 尾
お

 昌
しょう

 治
じ

  氏　（西光寺住職／三味線坊主）

少子高齢化や人口減少、単身世帯の増加や世帯規模の縮小が進むとともに、自然災害や感染症等が
及ぼす生活スタイルの変化や社会情勢等により、暮らしの中の不安や望まない孤立や孤独は広がり、
福祉課題は多様化・複雑化しています。また、地域福祉を支える活動者の高年齢化、担い手不足、地
域活動の制限による影響等によって、地域のつながりの希薄化や支え合い機能の低下は深刻さを増し
ています。

これらは、個人の課題にとどまらず社会や地域全体が取り組むべき課題であるとの認識のもと、社
会福祉関係者は地域住民と共に助け合いや居場所づくり、福祉教育の推進を行い、共生社会の構築を
目指しています。

石井町社会福祉協議会は、一人ひとりの暮らしに寄り添い、制度や機関との多様な連携による一体
的で包括的な支援を推進するとともに、住民が地域に主体的に関わることを基本として、新たな支え
合いの仕組みや協働の機会を創出し、“ つながり・支え合い ” のある地域共生社会の実現に努めています。

本大会では、「誰もが、その人らしく、安心して暮らすことのできる福祉社会の実現」を目指し、さ
らなる地域福祉の向上を誓い合い、本町社会福祉の発展と推進に功績のあった方々に敬意と感謝の意
を表することを目的として開催いたします。

昨年 6 月 30 日、徳島県軽自動車協会様から軽自動車【三
菱 ek space】をご寄贈いただきました。

徳島県軽自動車協会様は、毎年、県内の社会福祉協議会に
軽自動車を寄贈されていて、地域福祉の推進に貢献されてい
ます。

ご寄贈いただいた軽自動車は、石井町の皆さまが『ふだん
の くらしを しあわせに』感じられる日常の実現のために、
大切に使わせていただきます。

　軽自動車をいただきました

1979年大阪府岸和田市生まれ。8歳の時に日本舞踊を、15歳の時に三味線を始める。
佛教大学卒業後、2006 年に西光寺の住職となる。2009 年から三味線と佛教法話
を組み合わせた「三味線法話」を始め、「三味線坊主」を名乗る。
法話の間に三味線を弾いて皆さんで一緒になじみのある歌を歌ったり、法話に関す
る曲を演奏したりしてくださいます。法要、講演会、施設、被災地等で幅広く活動
されています。

参加申込締切日…令和８年２月１８日 ㈬【参加者の皆様には大会終了後、軽食をお渡しいたします。】

第４３回石井町社会福祉大会

“これまでの人生を振り返り、これからの人生を
明るく過ごすためのおはなし”

参加定員
400名
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※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

◆体育大会◆
10 月 20 日㈪に飯尾川公園グラウンドで開催しました。
ラジオ体操・踊り・スポーツ体験コーナーに加え、今年度も得点種目として地区別対抗「輪投げ」「かご

まり入れ」を実施しました。
結果、優勝は石井地区、準優勝は藍畑地区、3 位浦庄地区、4 位高川原地区、5 位高原地区でした。約

300 名が参加し、楽しい大会となりました。

ウォーキング大会 ボッチャ大会体育大会

◆健康ウォーキング大会◆
11 月 17 日㈪に飯尾川公園グラウンドに約 230 名

が集まりグラウンド外側（約 840 ｍ）を自分のペー
スで歩きました。

◆藤クラブ「第 2 回ボッチャ大会」◆
9 月 26 日㈮に前山体育館で開催しました。8 チー

ム 24 名が集まり、地区対抗戦を行った結果、藍畑
が優勝しました。

☆ボウリング大会☆
2 月 13 日㈮　14：00 ～
ぽっぷ・ジョイ石井で開催
予定です。
ボ ウ リ ン グ を 楽 し み な が
ら、会員同士の交流を深め
ましょう！

◆会員親睦旅行◆
　総勢 74 名がバス
3 台 に 分 乗 し、12
月 9 日㈫に香川県の

「四国健康村」へ行
きました。現地では
ゆったりと温泉に入
り、美味しい料理を
いただき、大衆演劇
を楽しみました。

◆部活動◆
【レクリエーション部・カラオケ部】
〇第 42 回芸能大会・9 月 19 日㈮・浦庄分館
【カラオケ部】
〇第 92 回カラオケ大会・11 月 14 日㈮・石井分館

【グラウンドゴルフ部】
〇秋季大会・9 月 22 日㈪・前山グラウンド
　1 位：阿佐謙吾、2 位：小林幸一、3 位：山本正二
〇町老連会長杯・12 月 1 日㈪・前山グラウンド
　1 位：角田靖孝、2 位：尾形英明、3 位：山根靖治
☆石井町長杯・2 月 9 日㈪に開催予定

【女性部・レクリエーション部】
〇研修会
　12 月 12 日㈮・地域防災交流センター
　各地区の部長が集まり、折り紙教室・茶話会で交
流を深め、これからの事業について協議しました。
〇 12 月 20 日㈯にフジグラン石井にて「特殊詐欺・
消費者被害防止キャンペーン」を実施しました。
☆講習会・2 月 20 日㈮・地域防災交流センター
　「あなたは大丈夫？～詐欺にあわないために～」

藤 ク ラ ブ 通 信

地域の仲間と一緒に楽しく
活動しませんか？

年会費は、５００円です。

石井町藤クラブ
（石井町老人クラブ連合会）
　　 事 務 局
　　　電話 :088-674-0139
　　　FAX:088-675-2655

◆会員募集中◆
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学童保育クラブ

「ただいま」と学童に帰ってくる子どもたちの表情は、日々変化しています。一人ひとりの
声を聴き、思いや願いを受け止めながら子どもたちをつなぎ、みんなが安心して過ごせる場所
となるよう、支援員一同協力して取りくんでまいります。よろしくお願いいたします。

10 月 25 日（土）・26 日（日）
に福岡県で開催された全国学童保
育研究集会に社協職員 1 名・支
援員 4 名計 5 名が参加し、「運営」

心地よい晴天に恵まれた 11 月 3 日、多数の皆さんのご参加で賑やかに開催
されました。

美しいハーモニーのオカリナ演奏から始まり、勇壮な勇獅子の舞を堪能しま
した。幼稚園児の皆さんの懸命に踊る姿には、こちらも自然と笑顔になり、小
学生の軽快な金管バンド演奏に明るく楽しい気分になりました。また、ちびっ
こ相撲では真剣に勝負する姿に、大盛り上がりでした。

学童からは、ちーきーずの模擬店でからあげ・ポテト・フランクフルト・ジュー
スの販売をお手伝いしました。大勢の皆様が来店してくださり、お店も大盛況
でした。プログラム終了後の人権もち投げでは、みんな笑顔で譲り合いながら、
楽しい時間を過ごしていました。

親、子、孫の三世代で楽しめる貴重な行事である福祉会館祭が、これからも
毎年開催されることを切に願っております。

「支援員体制や組織づくり」「子ど
もや保護者との関わり」等、各々
の分科会に分かれ研修しました。
研修で学んだ内容は、運営主体の
社協・石井町・学童で毎月行う連
絡会や支援員会で報告し、情報共
有をしました。

全国的にも保育環境や支援員の
労働環境は、いまだに良くならな
いのが現状です。学童保育のニー
ズが増える一方で、課題は山積み
です。子どもたちに安全で安心で

◆ 全国学童研究集会に参加して ◆

◆ 新主任支援員の紹介 ◆

◆ 高川原福祉会館祭に参加して ◆
高川原なかよしクラブ　民　　佳　代

石井学童にこにこクラブ　谷　　珠　美

石井学童にこにこクラブ　谷　　珠　美

きる「生活の場」を保障するため
にも、学童保育に関わる当事者た
ちが、声をあげ続ける必要性を実
感しました。地域をこえて交流す
る機会は、単に学ぶのではなく、
学びあうことの大切さを体感した
貴重な経験となりました。

子どもが安全に楽しく学童保育
で過ごすことは、保護者が安心し
て働き続けることにつながりま
す。今後も研修を重ね自己研鑽に
努めてまいります。

わがまち石井町は、古来より「吉野川」の恵みを受け、藍染料「蒅」づくりが
盛んでした。国指定重要文化財「田中家住宅」「武知家住宅」がその繁栄を物語っ
ています。武知家住宅では、現在も昔と同じ技で蒅づくりを行い藍文化を伝えて
います。「阿波藍」が日本遺産に認定され、はや 7 年。藍の神と呼ばれる五社神社
の獅子舞を守りたいと高原藍玉獅子保存会を立ち上げ 9 年。令和 3 年から武知家
住宅で「今年もいい蒅ができますようにと」獅子舞を始めて 4 年になります。「阿
波藍」の魅力をもっとたくさんの方に知って欲しい、藍の町を藍色でいっぱいにしたいとの思いから「いしい
藍玉祭」を開催しました。伝統芸能鑑賞と蒅づくり（寝せ込み）の見学、そして、藍染作家さんの作品販売、
石井町で活躍するお店の方々にご協力をいただきました。また、中央公民館で取り組んでいるもう一つの藍染
料「沈殿藍」を作って、石井町文化財ボランティアの会が染めた T シャツアートでより藍色を感じていただき
ました。石井町の宝物の藍染料を次の世代へ繋げる一助となればと毎年、11 月の第 3 日曜に開催していきたい
と思います。� 高原藍玉獅子保存会 事務局　　片　岡　伸　世

　いしい藍玉祭を開催しました

▲万博アートへ



ボランティアセンターだより

石井中学校吹奏楽部 こどもプロジェクト１・２・３ NPO 法人こどもねっといしい

石井小学校ブラスバンドクラブ 名西高校芸術科 ボランティア団体模擬店
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令和 7年 10月 19 日㈰　石井町中央公民館において第 28回石井町ボランティ
アフェスティバル・第 19回こども文化祭 ･美術展を開催しました。
約6年ぶりの通常開催となり規模は小さくなりましたが、模擬店や体験コーナー
等は多くの来場者で賑わい、こどもたちによる発表や作品展示は笑顔と力強さが
溢れました。
ご参加ご協力いただいた皆様ありがとうございました。お世話になりました。

令和 7年 12 月 14 日㈰　石井町中央公民館いしい藤ホール
を会場に「第 26回石井町親子クリスマス会」を開催しました。
出演者やボランティアたちが子どもたちと一緒に歌やダン
ス、ヒーローショーで盛り上がり、とて
も賑やかなクリスマス会になりました。
前日や当日にお手伝いいただいた
はぐくみ子育て応援団の会員の方々、
中学・高校生のボランティアの皆様、
ありがとうございました。お世話に
なりました。

第 26 回 石井町親子クリスマス会

※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

第 28 回 石井町ボランティアフェスティバル
第 19 回 こども文化祭・美術展

保育士ヒーローブレイク

パパ COME ON!!



シルバー人材センターだより

バイパス
●リーベフラウさん

いしいドームさん●

石井町水道課さん●

ココ
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《広報編集委員》石 井 地 区　◎山㟢　文靖　　河野　さち子　　浦 庄 地 区　　河崎　惠子　松家　美知子　　高 原 地 区　　高橋　三紀
　　　　　　　　藍 畑 地 区　　松尾　昌子　　高川原地区　　青木　明美　　◎は編集委員長

その他
・藤クラブグランドゴルフ部石井町長杯（2/9）

・藤クラブボウリング大会（2/13）

・藤クラブひとり暮らし高齢者友愛訪問員会（3/3）

・石井町はぐくみ子育て応援団総会（４月）

・石井町ボランティア連絡協議会総会（５月）

・みらいフェスタｉｎいしい2026（５月）

・石井町藤クラブ総会（５月）

・徳島県婦人団体連合会総会（６月）

社会福祉協議会の行事予定　　令和 8年 2月〜令和 8年７月
諸般の事情により変更（中止）となる場合があります。

◆献血（高川原地区）（8日）

◆石井町社会福祉大会（1日）

◆在宅寝たきり高齢者訪問　◆献血（石井地区）

◆理事会　◆評議員会

◆献血（藍畑地区）

◆監事会

◆理事会　◆定時評議員会

◆献血（浦庄・高原地区）

◆社協だより（第 90号）発刊（31日）

2 月

3月

4月

5月

6月

7月

◎心 配 ご と 相 談……………………毎月第２･４火曜日・9：00～11：00
　　　　　　　　　　　　　　　【2/10・24、3/10・24、4/14・28、5/12・26、6/9・23、7/14・28】

◎生活困り事相談……………………毎月第１･３火曜日・9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　  【2/3・17、3/3・17、4/7・21、5/19、6/2・16、7/7・21】
◎高齢者・障がい者なんでも相談…奇数月・14：00～16：00　【3/10、5/12、7/14】

シルバー人材センターは働くことを通じて生きがいを感じていただく所です。
地域のため、人のため、自分の健康のために働いてみませんか。
対象は、石井町在住で、原則６０歳以上の働く意欲のある方です。
まずは、簡単な説明と申込書類をお渡ししますので、一度事務所までお越しください。

お気軽にお問い合わせください
石井町シルバー人材センター

働く意欲マンマンの
シルバーパワー募集中‼

石井町シルバー人材センターで働いてみませんか

☎088-674-7840

【主な作業内容】
屋内・屋外作業　清掃（内・外）　草取り　農作業　刈り払い　剪定　消毒（植木）
建物管理　事務整理　大工　宛名書き　網戸・障子・襖張替

就業は、臨時的かつ短期的な就業又は軽易な作業と
なります。（月10日程度以内・週 20時間以内）


